
種類，即ち原岩の相違という要因の方がより根本的なも　　身にV・つての問題であり，後者は晶相変化の系列，幅に

のであると考えられる。換言すれば，原岩中のFeのあ　　ついての相違である点である。

り方・一量・原岩自身の物理的・化学的性質等の差が，黄鉄　　この区別は，晶相変化の原因を考えてゆく場合，殊に，

鉱を晶出させる力，晶出過程・晶出機巧等の差をもたら　　塊状の交代鉱床中のもの，あるいは從来鉱染と去う言葉

し，その結果晶相の分布，結晶の大きさの分布等に上の　　で呼ばれている様な産状を示すものにつV・て考えてゆく．

様な関係を生じたのであると考えられるのである。『そし　　場合，特に注意してゆかねばならなV・ことである。換言

てその結果が，上の様に一見鉱化の程度の差を考えさせ　　すれば，現実にある晶相は（このことは結晶自身につV・て・

る様な現象となつたのであると思われる。粘土の分布と　　も云えることであるが），その背後に生い育つて来た歴史

晶相の分布との部分的な不一・致も，むしろ原岩の上の様　・をもつていること，即ち変化あるいは発展をもつてV・る

な諸性質の部分的な差と考えた方がよく思われる。勿論　　ζとに注目しなければならなV・。それ故に晶相の研究は．

鉱化剤の供給量が全般的に完全に均等であつたとは考え　　現実にある晶相だけを問題とするのでなく，その歴史の

てv・ない。部分的な不均等は当然考えられることである　　相蓮を問題としてゆく必要がある芝考える。

が，しかしそれにしてもより根本的な要因は，原岩の相違　　さてこの研究こ於て筆者は，大きさによる晶相変化を

・にあるのでわないかと考えてV・る。　　　　　　　　　　解析し，その結果から晶相が結晶の生長とともに変ると

　　　7．別所坑に於ける萱鉄鉱晶相変化の　　　　考え，次にその変化の系列，幅等を基準として，それら

　　　　原因に関する議論　　　　　　　　　　が異つた産状の下に異つた様子をもつことを知り，そこ

　以上に観察し考察して来たことを要約ずると次の2点　　からその変化が根本的には原岩の相違に帰因していると

になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考えた。勿論現実にある晶相は上の二つの重合の結果で

　（1）、結晶の大きさによる晶相の蓮続的な変化から，　　あることは云うまでもない。ところで，これら2つは何

晶相が，結晶の生長にともなつて，即ち一つの結晶個体　　が一番問題であるかという輪かくを漠然とは示してくれ，

について云えば鉱化剤と原岩中のFeが結合して黄鉄鉱　　るが，こ．れだけでは決して晶相変化の原因を指示するも

を生長させてゆく程度につれて変化ずるということが考．のとは云えなV・。第1の原因は，結晶自身の性質とも考

えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えられようし，叉この様な現象が温度圧力の低下の様な

　（2）粘土の種類による晶租め相蓮，鉱床中に於ける　・環境の変化に帰因するかも知れなV・。第2の問題につV・

晶相の分布等の観察から，晶相が大きさによつて変化す　　ては，それならば一体如何なる機構で如何なる．晶相が生

る系列，幅等が粘土の種類によづて相違することに蒲目　　れるのかが問題となろう。定性的には，凝次岩の様な比

した5そして他の観察から，粘土の相蓮は原岩の相遽に　　較的黄鉄鉱が生長し易V・環境下では，六面体・一五角十：二

帰因するものであると考えるので，黄鉄鉱の晶相の変化　　面体の変化の幅が狭く，頁岩の様なもののなかではそれ

の幅，系列等の相蓮は根本的には原岩の相違に帰因する　　が広いというと．とは云えよう。しかしそれだけでは間題

ものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は解決しない。

　と』で注意しなければならないことは，前者は一つの　　　これらの晶相変化の原因或は機構をよりはつきりきせ

結晶に関しての変化であり，後者は結晶全体，あるいは　　るための，物理的・化学的な考察，叉地質学的な観察は

結晶群に関しての変化である点である。叉前者が晶相自　　今後の問題としておきためと忠う。　　（1950，10）

553。574；550．8（521．731．75）：622．1

丹波地域の炉材珪．石鉱床調査報文（総読）

岩生周一＊　安斎俊男＊　岡野武雄＊

　　　　　　R66um6
Brick　Silic議・stone　De聾osits　in　T我nb我

　　Distric重，Kyむto蹴dHyδgo
　　　　　Prefectures乙

　　　　　　　by－
　　ShUichi．Iw301Toshio　Ansai＆
　　　　　Takeo　Okano
管鉱床部

地質課査斯月報第2拳第3号m昭和26年

　In　Japan，the　so・ca1亙ed“Akashiro”silica－

stone－an　ore　which　is▽ery　particular　in
apPearance，composed　of　red　or　green　cherty
breccia　filled　up　by　white　veinσuartz，〉ery

hard　and　beautifu1－has　been　empIoyed　in
ceramic　industries．

　Very　many　localities　of　tわe　deposit　are

known　in　Japan，among　which　Tanba　dis・
trict　herein　reported　is　the　most　f＆mous＆nd
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productive．

　About2601enticular　or　massive　small
depoSits・are　scattered　　through　　the　area，

among　which　about170are　active，・with38

worked　by　un．derground　operations　and．

about140，000metric　tons　of　annual　pro・
dubtion．

　Total　sum　of　the　ore　reserve　in　this（1istrict

is　calculated　as　about460，000metric　tons
or　more，while　the　totぎ1sum　of　the　exploited

ore　in　the　past40years　is　estimated．at

about850，000metric　tons。

　Some・different　opinions　段bout　the　ore
genesis　are　possible，but　the　present　writers

l　come　to　the　belief　that　㌻he　（1eposit　is　a

kin（i　of　shatter　or　crackle　breccia　盒11ing

deposit　formed　in　the　Pa・1我eozoic　chert・com－

P「ising　some　procesきes　such　as　silicific呂tion，，

matitization，and　so　on．

　G6010gic　structural　re！a．tion　to　the　d．eposits

as　well　as　t6the　cぬaracter　of　the　ore　is

very　impDrtant　and　discussed　in　d．6tai1。

要　　約

1．岩生・安斎・岡野は昭科24年7月16月から約1カ

月間，それぞれ区域毎に分担して，兵庫・京都両県下に

跨る駈謂丹波地域の炉材珪石鉱床の調査を行つた。

2．この地域には凡そ260に余る鉱床参群をなし・そ

の一部は我国で最も古くから稼行され，開発の程度が進

んでV・るので，その精査によつてこの地域の鉱床に関ず．

る知識を始めて豊富にすることができた。即ち・次の諸

点が特に新たに張調される・ことが判つた。

（a）鉱床は古生暦中に見掛上，上盤が北から南卜押上

　げた緩傾斜逆断暦，或は同じく北側が西から東へ動

　いた層向断層に溜つて生じた。

（b）即ち，これ鰭の断暦は，輝緑凝茨岩とチヤートのよ

　　うな相互に外圧に対して著しく物理的性状を異にす

　る岩厨の境に漕つて主としてチヤート中に破砕作用

　を起さしめ，その部分に鉱床を生じたものと見られ’

　る。この見方は断暦系統と鉱床、地層と鉱床，鉱床

　の形状等の関係に一応矛盾のなV・読明を与える。

（c）．鉱床はチャートの角礫絹を豚石英が充して生じた

　　もめで，一種の珪化作用の産物と見倣し得る。しか

　　しその珪酸分の起源その他につV・てはなお、問題を

　残してV・る。

（d）赤白・青白の呈色の原因はチャート質角礫部分の

　Fe203／FeOの比に起因する。
（e）　品質と鉱床の深さ乏の聞には一定の関係を見出し

　難いd　　　　　、、　　　　　　、
（f）輝緑凝次岩は非常にアルカリに富むb（K20＋Na20

　＝5％土）

（g）鉱床の両盤に伴う赫色鉄質マーブルは特徴的で・

　鉱床生成に伴つてr黒ボク」化している・との鉄分

　の起源に付ては検討を要する。

（h）鉱石のA1203／Fe203の値は從来言われて来てV・る，

　．程には晶質との間に一定の関係を持つてV・ない・

3。以上の解釈や事実は赤白鉱床一般の探鉱に新たな

方針を与える。

4．鉱床の数は5，000t～1万t程度のものが最も多

く，1万t～2万t程度のものが，これに次ぐ。若狭，飯盛

は例外的に大きい。

5．赤白と青白との産出頻度は略々等しV・。

6．鉱量は総計約46万t，なお増加の見込。内1万t以

上の鉱床の鉱量合計約33万t，一銀以上と二級以下との

割含は略々等しV・。特等は殆んど酒梨地区に限られる

（除若狭，飯盛〉。

　7．既裸掘量は総計約85万t，酒梨及ぴ畑地区が略

々その半ばを占めてv・る（除若狭，飯盛）。

　8．地域の中，酒梨地区は最も地下深く’迄開発され，

畑鉱山では最もSystemat三cな坑内探鉱が行われてV・

る。他は概ね単純な露天掘り，一部坑道掘りである。

　9・稼行現況の概略，（曜和24年8月現在）．を次に

示す1但飯盛，若狭を除く）。

侮）灘艦、発鉱床森勺111／計約25・

（b）搬出径路め大部分

　　　山元→（軽索）→貯倉→（トラツク）最寄駅

　　　軽索約40本（100～300mのもの多し）

（の麟ll）鰍騰延長約軋300平
　　　　　　　　　　雛欝ヵ所

（d）年間産額約14万t（但飯盛を含む）

　　内1級以上推定約5万t

（e）労務者総数約500パ600人7一丁場平均約10人

（f）価格1’級約1，500～1，600円／t

　　　　　　1．緒　　　言
　筆者等は，昭瀦24▼年7月16日より約一ヵ月間，所

一
謂

丹波弛区の炉材珪石の鉱床調査を行い・且つ福弁県

臨鋤の炉材珪石断の鞭簡つた調査の結黙

多くの新しV・事実を明かにしたが，反面これから調査或

は研究に依つて解決せねばならぬ数多の問題をも提供し

た。これ等未解決の点に関しそは研究課題として残し次

第に解決したいと思う’。
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　（1）調査の目的1
調査の目的は戦時中から屡次に亘つて云々された丹波

地区の炉材珪石鉱床の残存鉱床の賦存状況とその量とに

見通しを碍る事と，未だ全国何処に於てもこの種鉱床の

1地質鉱床の精査が行われてv・ないのに鑑み，最も鯛発の

歴史の古いこの地区に於てこれを行い，将来の鉱床の硫

究や探鉱の手掛らを得る事とにあつた。因に坑内掘30年

　　　　　サナセの歴史を有9智る丹波酒梨地区の鉱床の精査に依つて何等

かの新しい基礎的資料が得られるであろう事は予め期ぜ

られたからである。

（2）、調査地・調査者・調査年月日等　表記すれば次の通ゆである

調、 査 地

11兵庫県氷上郡美和村酒梨3市島地区・・…………・一……

　　　　　　　　　カモチ2．

3．

4．

5．

窩　偶瀧爲鴨㌦区一…．一
同　同　髄．．1
同‘多紀郡　（畑村，村雲付．大芋村）地区………

5．京都府天田郡川含村川合、　　芦淵，．三俣地区………

　　　　トノゲら7．　同　船井郡殿田地区の一部

8。　同　北桑田郡山蜀地区の一部、

9．輻井県遠敷郡口多田村品川飯盛鉱山

10．、島取県八頭郡若櫻町，丹比村，八東村丹比（蓋櫻）地区

調査者

岩生

岩生
岡野

岡野
岩
、

生
岡・野

宋斎

安斎

調査年月日

24．7．24
～　8．12
24．8．3
～　8．18
24．8．17
24．7。25
～・　8．16

24．7．20
～　7522

24．　　7』22

～　8．5
24．7。22
24．　8．　16　．

備考

精査

概査

精査

概査

概査

精査地直に於ては全般の地質調査を行v・，この中鉱床

の密集している部分に就ては，酒梨市島地区では鉱山側

提供め1／600及び1／1，200縮艮の地形図及び坑内図をP

畑鉱山では同じく1／3，000地形図を用V・，なお坑道の詑

入してない部分（酒梨市島地区では特に多い）はテープ

とクリノメーターによつて簡単な測量を行いつ勤詳し

V・鉱床の調査を実施したρ材雲・大芋地区では新たに

1／5，000縮尺で平板測量を行つた。

　（3）記違の順序
調査の成果に就ては先ず総説膨於て，鉱床の開発状況・

地質・鉱石・稼行状況。今後の問題等に就てそれぞれ総

括的に記述して，今回筆者の得た主として新しV・考え方

を取鶴め，次の各説に於では，各鉱床群毎に最も著しV・

特徴を簡単に詑し，各鉱床の状況はこれを表記するに止一

めた。

この鉱山別表は一覧利用するのに非常に便利ではある

が，恐らく調査後も既に修正を要ずる点も多くなつてv・

るであろうし，從つて今後の開発に関する技衝的並びに

行敦的Z）措置の基礎費料となるのは寧ろ総説の内容に求

められるであろうと考える。

なお，現況・鉱量に関する記載は総て調査当時のもの

である。

　（・4〉謝　　意
現地調奪に際しては関係各鉱山から種々調査上の便宜

と資料とを与えられた。特に黒崎1窯業林式会斌，且鉄鉱

業畑鉱山，加賀山鉱業所からは実測図その他の資料を傷，

土井鉱業所からは調査に種々便宜を与えられた。』叉大阪

通壼局鉱山部は調査の蓮絡に就き格別の尽力を致された・

記してこ』に深甚の謝意を表する。なお，分光分析は太

平鉱業大宮研究所の厚意によつて同所で行つたものであ

る。併せて深謝する次第である。

2．総 観

（1）鉱康の分布と数

丹波地区の鉱床は兵庫県氷上郡・同多紀郡・京都府天

田郡・同船井郡・同北桑田郡等に亘つて広く分布し，そ

・れ等の配列は概ね第1図に示すように，略々10km余の

間隔を以て東西ば並走する鉱床群の2幣があり，從来次

の名称で呼ぼれてV、るo　・

｛
　　ヘ　サナセ
北　列……酒梨一川合幣

　甲　　　　　オノゴぞ南列……篠見一小野郷帯

今回は便宜上更にこれを細分し，緒言の調査地表に示』

すような8つの鉱床群としたと　’

現在瓢られている鉱床の数は次の通りで総針約260で

ある。

酒梨市島　約45

芦淵川合約70

鴨　内約15
鴨　庄約10

柏　　原約101
多紀郡（園部）約70

山　　国約15
殿　　田約一25
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第，1図　丹　波炉 材（赤白）珪石分布図

　　（2）溌　　　革
　丹波地区で姶めて赤白珪石が稼行された時期は詳かで

ないが，大正御期らしい。しかし稽々本格的に稼行が開

始されたのは大正7年，土井珪石鉱業駈の現鉱主土井径

吉氏が酒梨特等山の一号及び噺宮を手に入れ，大正10年

から同12年に亘つてそれ等の露頭及び転石から月約

1．000tの出鉱を見たときに始まる6当時，赤白珪石は

現在の地表近くにのみ賦存する杢のと考えられ．深部を

目当てに稼行する事は寧ろ冒瞼であるとされていたが，

一時に多量の出鉱をした爲， 漸く露天掘りの限界に達し，

大正13年，土井氏によρて一号に於て蛤めて坑滋掘り

が試みられ見事成功した。蓋しこれが全国に於ける赤白

鉱床坑道掘りの稽矢をなすものであつて歴史的には非常’

に意義の深い笹所である。

　酒梨地区は斯様に大正10年頃から多量の出鉱を見，

その鉱石晶質は全国他にこれに比するもの無く，その美

麗なロ帥ス沫の外観と共に，駈調丹波珪石の代表的なも

のとし，或は酒梨の特級品として全国第→の名を恣にし

た。永来，貌道掘りに移行して平均年5，0qOt～8，000t．

程度に生産が落ちたが，晶質の点そは依然として全国の

王座を占めている・叉，初期には探掘業者は土井氏丈で

あつたが，一号開発後，品川白煉瓦株式会冠が桑の木坑・

を中心に稼行を開始，現在は土井氏及び晶川白煉瓦が主

な稼行業者となつてV・る。

　この様に酒梨地区は丹波の中でも最も歴史が古く，30

年近ぐの坑道掘りの簾に，露頭部は勿論の事，全般的に

現在¢）地並に於ては良質部は一見略々掘り尽したかの感

があり，新たに有藍区域を発見するか、採掘堆並を下げ

．るふの何れかを，或は両方の方法を採らざるを碍ない状、

況に立ち至1つている。’

　市島地区はその歴卑が詳でないが・τ部を除v・ては酒

梨より稽々新しく，特に餓時中，『或は終戦後新たに開発

されまだ露天掘り丈を行つているものも勘くない。概し

て酒梨地区に比べて匹精質の斑炉多く，一その爲に永続性に・

乏しい嫌いがある。土井経吉氏，富‡珪石，加賀山珪石，

山名珪石各会紅等が主な稼行業者であ多。

　鴨内，鵬庄，柏原等の地区は何れも開発の歴史が薪し

く，特に柏原を除く他のものは戦時中或は戦後稼行され．

始めたものが多い。

　多紀i郡地区の開発の歴史も決して新しくなV・。特にそ

の西部の日鉄畑山及び篠山珪石の天岩附近は既に大正末

期から採掘が開始され，他の場合と同じく初期には露天㌔

掘りによつて相当の出鉱を見たが，その限界ば達するや

天岩山に於ては昭和14～15年頃から，叉略々同じ頃畑山

に於ても坑内掘りに移行し現在に及んでV・るム殊に畑山

に於ては一群の鉱床に対して系統立つ浸鐘押し探鉱が機

．械掘りに依つて行われ，叉鉱石の機械選鉱を実施し多大

⑩成果塗雅めてv・為。因みに畑山に於ては露頭の最高点

　　　　　　　　　　　　　　　　〆
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から，最下底の坑準迄の高低差約250mに及び，鉱床の

深さに関する知識を得る点に大きな資料を与えてv・る許

りで無く，丹波地域に於ては近代的操業を行つてv・る唯

碗の現場として大き意義を持つてV・る・本地区にはこれ

等に稽々後れてなお多数の鉱床が開発され，特にその中

でも鳥山に於ては年産約丁万tの出鉱を見るに至つてV・

る。全体として開発の度合は酒梨市島地区よりも稽々若

く，、島山。天岩山の如く一・部が漸く田畑の面まで掘り下

り』，今後坑内掘りを如何に進めるかを考慮すべき段階に・

到蓬してV・る。

　芦淵地区は昭和7年頃土井経吉氏等によつて芦淵旧

山附近に於て赤白の優秀な露頭が発見され涜の塗開発の

手始勺とし，昭和23年頃迄に露天掘りに依つて良貫鉱

の相当の出鉱を観たが，被りが15m以上にも達するに）

及び，戦時中から序々に坑道掘りに切換えざるを鴛ない

状況に掌至つた。現在なお露天掘りを強行しているが非

常に．無理がある。

　川合｝血区は主として単髭時中から開発さ才したものカミ多く・

露天掘りを主とし，部分的に坑道掘りに移行しつつあるo

鉱床毎の磁質の差が稽々甚しく，鉱床が散在している関

係もあつてか，計画的且つ集中的稼行がなされ

ず，多くの業者が入り混つて操業を行つている。

　殿田b山国両地区には数多の産地が釦られて
　　　　　　　　　　　　　　　　　欝
V・るが，交通條件に恵まれぬため未開発のもの

が多い。現在稼行されてV・るものは山国地区で

は昭和10年前後，殿田地区では昭和5年前
後初めて開発され，一・日寺休山，終戦直後再開さ

れたものが多い。まだ殆んど露天掘りの域を脱

しない。

3．地質及び鉱庫

（1）鉱底の分蜜と昆掛上の暦位

廼梨地区 梱地区

醜駅滋・・　上

含撚チ栖暉　　　10～3Q搬
石灰巻層一
派蒔ヤー層　　　30磁50η～
石灰岩窟

含鉱府ヤー嘱1　　5－40倣

輝継浸ぴ燃鰍，2－iO7ガ輝罧凝灰岩層／

負岩及び干叔』
岩，唇

斎、色チ契一卜層／　　＿　　　　50伽以上㌶

　　　第2図丹波馳域古生層の見掛上の劉鰯序
　　　　　　　　　　　　　　　　　一畠』幣禰
紅色を呈するが，酒梨地区の鉱床の第一暦と第二履との

間を占めるもの，芦淵の鉱床の母岩を獄すもの，畑鉱山

の鉱床に接するもの肇租当赤味の強いものもある。風化

・　轍…徳藝藝舞s
　　　　　　　’．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曳
　　　　　　イ

匂、・麹㎜懸塵・臨　
　　　砂’岩屠　　チャート層　　含鉱床　　輝線岩及『　粘叛岩層
　　　　　　　　　　　チヤー1￥層　　　輝線凝灰岩

　　第3図酒梨地区に搬けるケスタ肌地形と地質鑛床εの関係

　炉材珪石鉱孫が或限られた暦位にあるものかどうかは

大きな問題であつて，疑問がある。寧ろ後述するように

地質構造（Structural　contro1）の方が鉱床の位置や形の

決定に大きな要素とも見倣されるけれども，免も角，地

暦の傾斜が急なところでは，鉱床の配列が略々規則正し

の走向即ち略々東西方向に聾びており，見掛上の暦序ら

く地暦しいものを明かにする事が出来る事は見逃し碍な『

V・事実である。

兵庫県多紀郡地区のものはこの最も好V・例であり，同

氷上郡地区のものも略々この晦疇に属する。

推定される見掛上の層序は次の通りである（第2図）。

　チヤ阿一ト層は厚さ2～5cm程度の板を重ねた外観

を呈しこの土地で「千枚」と呼ばれる。概ね淡灰色～淡

に堪え，風化面では騰色作用をi蒙り，白色堅緻な岩石と

してその屠の延長方向に蓮続した崖を成し，特微ある顯

著な地形を示すことが多V・（第3図）。酒梨地区の珪石鉱

床の北側，及ぴ多紀郡地区の鉱床の北側に東西に延び城

壁の如く蓮る崖iはこ；れである。

　含鉄石次岩暦＊は外観濃紫褐色を呈し，その風化面は

石次岩特有の状態を示す。厚さは最高数10cmでチャー

ト及び鉱床との境は明瞭である。屡々変質して濃禍黒色

の比重の小さい次状物となり，．r黒ボク玉r黒刻，r黒砂

糖」等と呼ぼれ，’鉱床の上下盤に澹つて蓮続してv・るの

で探鉱の手懸りとされる。これ等の状況の最もよく判る

のは酒梨一号山，品川杉山坑及び畑鉱山である。顯微鏡

下では0．1～0．5cm程度の方解石とその間を埋める褐色＼

物質とから成り・，その化学成分1ま次の通りである。

壕後述するようにこの石次岩の鉄分は鉱床生成に際し

鉱液から加えられた疑いがある。一
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　Sio2

　Tio2
A1203

Fe203

　FeO
　MnO
　CaO
　MgO
－H20
千H20
　CO2

（1）

12．00

2．12

0．74

3．20

0．65

43．08

1．83

1．80

0．12

43．08

（2）

6．06

1．28

、3マ2

1．60

0．47

46．55

1．41

0．78

0．66

37．55

（3）

100．00　　100．08

61・36．（雑質塑査轟）

6．石

1：ll

l：碧

1：11

1：ll

（1）・兵庫県多紀郡畑村畑鉱山坑内　　褐紫色石荻岩

（2）兵庫県氷上郡美和村酒梨新宮坑内褐紫色石亥岩

（3）兵庫県多紀郡畑村畑鉱山坑内　　黒ボク

　　　輝緑岩と呼んだもの～中に1は輝緑凝荻岩の疑V・のある

　　ものもあつて1両者の区別は肉眼的には勿論，紐粒のも

　　のでは顯微鏡下に於宅も区別が困難である。明かに粗粒

　　玄武岩源と思われるものがあり，叉市島山垣向山に於け

　　る様にチヤートを貫くものもあつて，少く共一部は湛入

　　岩体であるが，この事は直ちに．輝緑岩が或贋準を表わさ

　　なV・とは言えなV・。叉古生履堆積後の湛入岩体である場

　　合も．鉱床生成前と言う以上に逆入時期を限定すること

　　は出来なV・。大部分は緑色叉は濃緑色を呈し，時に赤褐

　　叉は褐紫色を呈し、風化面は何れも黄褐色である。叉，

　　片理の稽々明瞭なとともある。畑鉱山附近に最も広面積

　　を占めて発達する。

　　　丹波地区だけでなく，若狭・飯盛・入広瀬等，日本の

　　主な鉱床が殆んど常に輝緑岩を伴う事実から，輝緑岩が

　　直接的に鉱床生成の鉱化作用に関係があるとする考え方

　　もあるが，一方四国・岐阜等では両者の随伴関係は寧ろ

　　少い。筆者の一人岩生は，輝緑岩＊とチヤート，或は石

　　次岩との堆積輪i廻に於ける随伴関係が決して珍らしV・も

　　のでない諸外国の例を想起して，上に述べた地域の輝織

　　岩＊とチヤートとは堆積当時の近親関係を表わし，鉱床

　　はその後の鉱化作用に体つて大部分がチヤートの中に．生

　　じたと解釈することが可能と考えるが，なおこの点に就

　　ては決定的ではなく今後の問題として残して置き度い。

、　　　輝緑岩は次に示す様に非常に特異な化学成分を持つて

　　いる，即ち特に鏡下でアルカリ鉱物を容易に識別し難v・

　　にも拘らずアルカリ＊＊に異常に富む。これに就ては

　　別の機会に詳しく発表したV・。

（・）卜（2）

Sio2

Tio2

AI203・

Fe203

FeO

MnO
CaO

MgO
Na20継

K20懸
一H20
＋H20
CO2

46．64146．38

　　1
1．00　　1．00

14．99　　15．67

2．53　　6．57

　　1
6．26　　3．25

0．13　　　0．15

8．73　．　9．73

8．55　　6、14

2．02　　2．78

3．08　　3．04

0．66　　　0．62

3．61　　3．13

2．20　　2．31

（3）

＊　この場含・勿論「質出岩を主とする。

、鞭愼重を期し特に本所河野技宮に依頼し，

　　安藤技官が分析した。

42．66（響欝轟）

1．88
17．40　－

9．74
6．61冠

0．21

1．11

7．51

0．86

3．88
1．69－

6．55

0．28

　（1）兵庫県氷上郡柏原町柏原山2の谷
　　　　緑色輝緑岩

　（2）兵庫県氷上郡柏原町柏原山2の谷
　　　　赫色輝緑岩
　（3）兵庫県多紀郡天岩輿下盤緑色輝緑岩

　頁岩及び千枚岩暦と呼んだものに於ける頁岩と千枚岩

とは明かに千枚構造の発達の度合の差を表わして“る丈

であつて・暦位的に区別される可きものでなV・。原岩が

　　　　　　　　　　　　　　κ

ハ

払 の

　　　　　　　　名9『艦4　5，
　　　　　　！ノ　　ィ　　修
　　　　　ノ　　　　ぢひ　　　　　　　　ツ

・60’肌

　　　　．’イ三葬姦ノ漏倣ゑ、
　　　でイニニ 一，，　イ！．！！’・！

偽　誕莚劣・蕨・鍵！／・，象β

惚鉱床　＼＼断題
薩蟄硫服黒鴬

〔璽ヨ癬縮艮輝繍疑瑞

　第4図（A）丹波氷上鄭酒梨新宝鑛床
（繧傾脳正断層による鑛体の繰返しを示すし第6図B参照）』
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砂岩と頁岩との細かい互相を示していた部分では，これ

がi著しくshearing　forceを蒙つた結果，千枚岩中に砂

岩のレンズ状破片が細かくもみ込まれた構造を示してい

る。千板岩の発達の最も著しV・のは酒梨市島地区の鉱床

の下盤側であつて，こXでは次に述べ蒼ように衡上断暦

と関係がある。

　（2）鉱床の形と地質構邉との関係

　この地域の鉱床の形は非常に特徴的である。大離把に

言えば，一つ一つの鉱体は薩摩芋叉は厚レンズのよ5な

形をし，鉱床群はそれを稽々不規則な幾枚かの平面の上

に並べたような恰好をしている。そしてそれぞれの鉱体

は相互に芋蔓に相当する石英ピリ鑛で蓮繋し宅いること

もあるし，全く切れていることもある。叉，鉱体と鉱体

とほ相接して重なり合わん許りに密集している（酒梨乙

河内等）こともあり，・或聞隔で散在し，ている（畑鉱山そ

の他）こともある。略々地層の傾斜に從つて鉱体も急斜

又は緩斜しているが，鉱体め延びの方向は地質構造に関

係があるもののようで，それぞれ特定の傾向を持つてV・

る。

　全体としてゐ傾向は，多紀郡地区の鉱体は垂直叉は急

斜しており，酒梨・市島地区及び川含・芦淵地区のもの

には緩斜しているものが多い。他の地区のもの，及び上

記の地区の内にも勿論中間の傾斜を示すものがあるo

　鉱床は一種の珪化作用の結果生成さ汎たものであるた

　　　　　　　　　　　　　　　ダ・

めに周囲の馬岩に較べて非常に硬V・塊となつており，鉱

体の周縁は小断暦叉は辻㌍面で囲まれ潤岩と境されてい

る事が多いが，このような断暦の他にヲ明かに鉱床の生

成に関係があつて地域の大構造の一部分を表わすような

断層，例えば緩傾斜鉱体を緩く切る断履㌧鉱体をそのi延

びの方向に直角に輪切りにずるdip　fault，その他が屡々

見られ，鉱体の形を或規則性に從つてではあるが非常に

複離にし，探鉱を困難ならしめている（例酒菊・

　これ等の事実をもつと具体的に詳しく理解するために・

代表的な鉱床群として緩傾斜型に属する酒梨及び急傾斜

型に属する畑鉱山の場合を例示する。

　（a）酒梨鉱床

　個々の鉱体の延びの方向は・鉱床の母岩をなすチヤー

トとその下盤をなす頁岩・千枚岩暦との緩い北落しの境

界面に並行宅あつて，全体として西北一東南方向に配列

し，部分的に．轡曲して別方向を示してV・る。

　これ等鉱体は大部分がその落しの方向と逆に緩く傾斜

した数多の並行断暦で戴断され，鉱体を刺身状に繰返し

」ぐ重ねている許りでなくサ更にこれ等総てを載つて鉱体

を胴切りに．する南北に近い断暦があり，殆んど常に東側

が南にずれている。この様子を代表的な鉱体の場合につ

V、て図示するを第4図A，B，Cの通りであつで，この爲’

に鉱体が如何に擾i雑に繰返され，或場合には探鉱を困難

にしているかを推察することができ1る。
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薦4図（B）　丹波氷上郡酒梨乙河内鑛床（凡働第4図（Aに圖じ鑛床
　生成後ク〉縷傾斜正断膏による鑛体の繰返しを示す（第6図B参照））

第4露（C）丹波氷上郡酒梨一号山鑛床（凡例第4図（A）に瞳じ，
　　　鑛腺生成後の東側が南へすれる断暦の一働）
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　　穎見説明し難いような複i難なこの形も，断屡生成前の

　形に復元して見ると第5図上段のように非常匠特徴的な

　しかし比較的簡単なものとなる。この形の生成機構には

　P孝様g考ネ方が成立ち得ることは臨に三宅輝海氏によつ

　て球べられているが，、今の場合は鉱体の内部構造が甚し

　い角礫構邉を呈することから，第6図のような生成機構

　が最も容易に想起される。これは一一種の　shatter　or

　crackle　breecia　filling　depositであつて北東から南西

　へ，部分的に東から西への緩傾斜逆断雇によつて生じた

　とすると非常に容易に説明出来る。

　　鉱体を裁る2方向の断暦は，共に鉱床生成直後，前記

ノ　衝上式断層に依つて引起され浸地暦の摺曲の歪を減殺す

　る方向に生じたと見る事が可能であるσ第5図下段はこ

　の状況を示す。

　　（b）畑鉱床’

　　鉱体ぱ殆んど直立に近く，輝緑岩とrr＝枚」式チャー

　Pト¢略々東西に近V・境界面に澹つて約10m～50mの聞

　隔を以て配列している。．垂直的分布はまだ充分に明かで

　はないが，鉱体の配列の形と鉱体それ自身の形に関して

　2つの注意すべき事実がある。

　　駅 魯歯　、“　卒薗図ノ

　　　　　　　　　　　　／…織．　

第5図　鑛床生成の機構（丹波酒梨）AB：衝上断暦面
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　　　　　　　第　7図　　畑鑛山八号画第二坑レペルに於ける鑛床の産駅と鑛床生威機横の概念図

即ち，第7図に示すように鉱体は輝緑岩とチヤートと

の境界面が全体の東西傾向か．らNW一一SE方向に若干の

捻りを生じている部分に賦存している．とと，及び鉱体は

、

水平方向よりも垂直方向に延びてV・ることである（第8’

図）。
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第8図轟畑鑛山八号山の鑛体の形肌

　この事実は，鉱体の北側の盤．（輝緑岩）が南側の盤に

対して東側にずれたときに生じた　shat‡er　or　crackle

brec“iaを充翼して鉱床が生じたとすると，容易にその形

が首肯でぎる。鉱体が縦に延ぴてV・るのは・酒梨に於て

鉱体が東西方向に延ぴてV・ることとc・mparableな意義

を持つている。且つ，北側盤が南側盤に対して東側にず
罪：ぞ罵るε讐ま滴梨置於げる地蔭あ車面的禰傾向ε　ゴ

ー→致し’てV、るこ1とは注目に｛直する。

　（3）鉱床騨の穣数

　見掛けの暦位の項に於て述べたように酒梨市島に於て

も畑鉱山に於ても・主な鉱床群は見掛上2枚のhorizon
を形作つてV・る（第9図）。

　　　　！（　　ノ？　（酒梨）

　　、〆三♪一

禰ノ／担　　’

　　雄趨晒泌

、箪
　　　　凶も
　　　　）、＼』

　・　・声．　　　、

も

　　　　ノ1

G　l　ノノ，d
　　　推定断薗図

　　第9図酒梨及び畑鑛山に於ける鑛床分布図一

　　も

　　　￥．
　　　　　＼御貞化作用が花構岩漿か囎Lた部分にだけ行

　　　　　　　　　　　われたものか，或は一旦生成した鉱床が，ホ

　ごの事実は主な衡上式断暦面が2枚となつて表われて

いるとも，或はこのような面は数多く存在するが，特に

母岩の性質上鉱化窪用のでき易かつた面が2枚あつたと

も解釈でき，何れとも決定的でない。一しかし，前述のよ

うに鉱床が輝緑岩とチヤートとの境に滑つてチヤβト中　・

に濃壌してV・ることは断暦蓮動に対して特にweak　zone

のでき易かつた部分が奈辺にあるかを示すものがあろう。

　（4）鉱康の分布と地域全般の地盤構造

　丹波地区は從来の調査に依つても明かなるが如く，特

に北より南への衡上断暦の著しく発達する地域であり，

その地殻変動は中生代以後とされている5なお夕特徴的

なことはこの断暦を切つて南北垂直方向の数多の断暦が

存在することであって・それ等の間隔は地質図で約1ん

4km程度である。このような大構造は正に酒梨で認め

られた構彊と相似的であつて，実はこの大構造は小構造

　　　　の積分値を表わすものとも考えられるが，こ

　　　　の点の解決に関してはなお広範囲に亘る地質・

　　　　調査を必要とする。

　　　　　　（5）鉱床の分布ξホルンフ昌ルス

　　　　　　　　地帯との関係

　　　　　鉱床地幣を遠く取巻v・て，その東側Q琵琶、

　　　　湖西岸及びその南側六甲山塊に花崩岩が露出

　　　　分布し，その縁りの接鰯帯！こはホルンフエル

　　　　ス地帯が発違しているふ、しかし赤白珪石鉱床

　　　　の分布している地帯の岩石は殆んどホルンフ

　　　　エルス化しておらず，鉱床は花崩岩塊からは

　　　　水平的にも垂直的にも相当離れた距離に限つー

　　　　て存在してV、ることを示している。

＿．〆’、　　との事は赤白珪石鉱床の生成に関与した鉱　一
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ルソフエルス化作用のとき鉱石組織の変化に依つで消滅

し去つたかの何れかであつてテ鉱床をホルンフエルス地

帯に向つて追跡ずることに依つてこの問題の解決の手懸

りが得られるであろう。

　（6）鉱床と母岩の変質等

　母岩のホルンフエルス化の問題を一応見邊ると，顯著

な母岩の変化及び鉱床に関聯した変成作用を示すものは，

次の3つである。

　（a）褐紫色石次岩のr黒ボク」化、

　（b）輝緑岩の緑泥石化

　（じ）淡黄褐色粘土の生成苦

　これらは何れも鉱床生成の時期と相前後して鉱体に近

［接して生成したものであつて2r黒ボク」は屡々その中　・

に石友岩の残存物を包含して鉱体を包んでいる許りでな

く，鉱体相互を蓮繋して探鉱の手懸りとなつている（例

畑鉱山）。叉淡黄褐色を粘土は時々鉱石の割目を充たし

・て発達して鉱石を汚染してV・る（例　芦淵）・』この粘土

の化学成分は次の通りである。

　SiO2TiO2A1203Fe203FeO　MnO　CaO　MgO　Na20
　47．33　．一　　23．97　8．57　　0．04　　0．46　0．15　　1．48　　0．28

　K20－H20＋H20CO2
　1．47　6．32　9．70一一　　（地質調査所化学課）

　（d）赤盤化

　鉱床の両盤には屡々前述した含鉄石次岩が発達するζ

F
』
灘

　　図右賭㎜暗獅鰍一ト1

盟矩脅一ト圏舶珪β口目妬英

と，及ぴこれに伴つて図示ずる様な産状で鉄分に特に富

む暖述の朱色チヤートが発達ナることは非常に特質的で』

ある（第10図〉。そしてこの石荻岩の構遭組織は全く水

成源である事を暗示していることは前に述べた。朱色チ

ヤ戸トもその産状と，その中に化石を持つことからやは

り水成源と考えられるムしかしこれらの鉄分の少く共一

部は鉱床生成に伴つて共に鉱液から供給されて、石次岩・

やチヤート中に鉄染したか，或はこれ等岩石中にあgた

他の含鉄鉱物が酸化レて赤くなつたものと考えることも

可能である。

　（7）赤白・青自・贔質別命窃と地質との関係

　後の品質の項で述べるが，見掛上の履位とも地質構邉

とも格別の関係を認め難い。特に一つの鉱体め中で両者

雫目伴う事がある事実は注目すべきである。

4．鉱． 石

　　　第10図　赤白珪石の産駅の一例
＊筆者の一人岡野はこの粘土の生成を別の原因に考え
ているo

　（1）　；溝造と外観

　鉱石は角礫構造を呈し，径1cm～10cmのチヤ、一ト質

角礫と，この間を充す純白ρ詠石英とからなつてV・る。

一般に丹波地域のものは他の地域のものに比べて，駈謂

rtシpica1」な珪石が多．く，角礫は鋭い稜角を持ち，豚石

英との境は戯然とし，豚石英が特に著しい光沢を持つて

V・る。そして最も上質のものは角礫と脈石英との量の割

合が略々相半ばし，．鉱石は甚だしく堅硬で光沢に富んで

いるが，品質の変化に伴い，叉は鉱床群を代表する地区

毎に若干の変化が認められる。即ち次の如くである。

　（a）typica1なもの（酒梨地区の大部分，、多紀i郡の大半

　　　殿田，『山国両地区の大部分，．芦淵川合地区の半

　　　ぱ，その他）　一

　（b）脈石英の量の比較的少V・もの（芦淵地区の大半，

　　　飯盛の大半，その他）

　（c）角礫構i造の不明瞭なもの憩　（多紀郡鳥山その他，

　　　柏原の多くの部分，丹壌その他）

　（d）表面が容易に風化してカサカサと白つぽく癒るも

　　　の（川合地区の一部，多紀郡島山その他）

　（e）玉薩質石英と角礫を囲む朱又は濃緑色の色濃を有』

　　　［するも吟（後蓮1：多紀郡地区の一部，鴨内地区

　　　の一部，その他）

　（f）フリント質のもの（飯盛鉱山の一部分，鴇内地区

　　　の大部分）

　（2）チャート質角礫と赤自・蕾白の呈色．

　チヤ［ト質角礫は石英の微晶を素地とし，その粒度は

品質の変化等に從つて0，05mm～隠微晶質の範囲を示し，

＊青白珪石でこのような外観を呈し、よもぎの若芽の
ような色調を呈するものを「よもぎ肌」と呼んでい
るところもある。
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との中に爽難物として，緑泥石質鉱物と赤鉄鉱塵とが微

量に，しかし万遍なく散布し，時々極めて細い石英脈に

伴つて方解石の少量を混える。織泥石質鉱物は微細でそ

の性状を容易に明かにし難V・が1屡々長き0．05mm程度

の淡緑叉は濃緑褐～淡色の多色性を示す針状結晶として

存在し，叉は相集つて薄V・フイルムを形成することもあ

る。方解石は微粒として散布し，或はフイルムを作る。

　角礫部分の石英の粒度は単一の角礫中でも時に変化に

富み，且つ未変質チヤートに比すれぼ一般に遙かに粗く，

明かに変質作用によつて粒度が増大した事を示す。この

作用は品質の項で述べるように，チヤートの化学成分上

の一種の純化作用をも伴うが，次に述べる脈石英の生成

に先んずるものか同時のものかはなお問題がある。

　この角礫の色には朱・暗赤・葡萄色・茶・暗紫・濃次ら

・1次青緑・緑等があり，朱・暗赤・葡萄色・茶系統の角礫

を持つものを隊白」，濃次・次青線・緑系統の角礫を持

つものを「青白」と称している。

　一・つの鉱床の中，或は一つの角礫の中で「赤」→「青」

に色の移化を示す場合には

　　朱←→暗赤←→葡萄色←→暗紫←→緑．

　　　　　＼茶←　　　／
の順序を示すことが多V・。

　チヤート質角磯の呈色の原因を究めることは古生層チ

ヤートの呈色の問題と同じように解決が困難であるが，
‘
筆
者
等 は解決の手懸りを得可く，鉱床の上下盤に近く発

達し一部鉱石中に取込まれている朱色チヤート，代表的

赤白の葡萄色の角礫，代i表的青白の緑色の角礫等の化学

分析を行V・，次の結果を得た。

Sio2

Al203

Fe203

’FeO

＼MnO
CaO
M倉0
19．10SS

　計
Fe203／Feo

A1203／Fe203

赤　色
チヤ戸ト

90．56

0．67

3．77

0．01

1．44

0．04
1．03．

1．43

98．96

377

0．16

朱　色
チヤート

95．97

0．37

2．26

0．43

0．09

0．27

0．09

0．42

99．90

53

0．17

葡萄色
角　礫

緑　色
角　礫

96．36　　　　97．42

0．41　　　　　0．33

1．04　　　　　0．29

1．09・　　　1．04

0．07　　　’0．04

0．01’　0．01

0．16’　　　　0．18

0．40　　　　　0．43

99：54　　　　99．70

　1

0．38

0．3

1．1

　　　　　　　　　　（地質調査所化学課）
　この結果から明らかな事はFe203／F60の値が緑→赤

へ向つて甚しく増加してV・ることであつて，呈色の主原

．因がFeの存在状態にあることを示してV・る。

　鏡下では緑色部には緑泥石の微晶が多く，朱色部には

有色鉱物として赤鉄鉱塵だけを認め得る。叉代表的な赤

白の赤色角礫（寧ろ葡萄色）でば緑泥石は明かに｝これを

・認め得るが，石英が全体とFして非常に淡く赤褐色に汚れ

てV・るだけで，他に赤の呈色の原因となる鉱物を認め難
r
　
v ・。この赤褐色の汚れは非常に微細であつて，赤鉄鉱で

あるかどうか未決定である。緑色角礫中にも緑泥石の他

に若干の赤鉄鉱塵を認めることがある。．これ等の事実は

青白の緑は主として緑泥石に，赤白の赤は主として木確

実乍ら赤鉄鉱に起因してV・るらしV・事を物語つており，

Al203／Fe203の量が緑→赤へ向つて漸減してV・る事実と

符合する。しかし，從来の鉱石り分析データの多くは

Fe203とFeOとの区別をしていないので，上述の推論

を更に普遍化するのに若干の躊躇を感ずるのは耀憾であ

る。

　（3）賑石英
　著しい特徽は次の2点である。即ち

（a）時に少量の方解石を伴テ（この場合には晶洞を形成

　　することがある）他は，極めて純粋であつて，他の

　　鉱物を随伴しなV・のみならず，ペグマタ『イト石英に

　　見られるような包裏物を殆んどもたなV、こと。

（b）石英の粒度は必ず肱壁から内部に向つて次第に大き

　　くなつて：おり（詠の中央部では粒度は3mm～1mm

　　程度），壁に接する部分は角礫より僅かに粗V・程度で

　　あること。

であつて，これ等の事実は♪鉱床に直接する輝緑岩は，

鉱石と同じように角礫状を呈した部分が方解石でセメン

　トされている事実と共に，詠石英が直接熱水液等から沈

澱した火成源のものではなぐ，寧ろ熱水作用等の剰戟に

　よつてチヤート質角礫の部分からその割目に沿つて分秘

生長した一種のsegr3gation　veinと見倣すのに好都合で

ある。しかし，詠石英の珪酸分の総てがsegregationに．

趨因するものであるかどうかは非常に疑間であつて）こ

れの解決には鉱床生成に際して容積変化，脈石英中の微

量成分等につv・ての吟味が必要である．。

　丹波地区の大部分の脈石英は上記めように純粋で単純

であるが，例えば酒梨新宮鉱床に克られるように方解石ド

を稻々多量に伴V・，叉鴨内地区宮垣山に於けるもののよ

　うに玉随質に近V・場合もある。

　方解石を伴う場含には第11図のように3様の場合があ

る。即ち脈の外側から中央へ向つて，

（母）方解石一→石　英

（b）’右　英一一→方解石

（c）石　英一→「黒ボク」様物質（方解石の残晶を含む＝

　　　　　「虫喰い」ことがある）

の順序による配列が認められ，（b），（c）の場合が多いb

一（c）の場含には石英は中央部では小さい晶洞を作り，そ
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の中が・r黒ボク」様物質で充され、恰も虫歯のような外

観を呈するので「虫喰V・」と称される。

玉随質石英を伴う場合には角礫が屡痩図のように赤鉄

鉱塵或は硫化鉄？塵で朱色に隅取られてV・るととが多V・

（第虹図）。

・膿

　轟・

　　ha　　．

　　線κ⑫
　　湊轡ンQ
　　りり

鑑漁
　　　黒ボク

　　　　　　　　証盤楚

　　　　　　　　　　岬1・

　　第11図　不純物を佛う脈石英の例
　　　　　Q＝脈石英Ca；方解石　Cra＝玉随質石英
　　　　　B＝チヤ陣ト質角礫　Hm：朱色奉随質石英

（4）石演質鉱石

勝謂この種鉱石には次の3種を認めることができる。

（a）角礫チヤート質の部分に方解石が石英細脈に伴V・細

　かく散布レているもの〔4．（2）項参照，例市島青

　白〕。　　　　　　・

　　　　　　第1表

，（b）脈石英に方解石を伴うもの亡禽（3）項参照，例　酒

　梨新宮，市島冨士〕　（殆んど全ぐ方解石から成る例

　が畑鉱山で見られる）。

（c〉角離の一部が褐紫色石次岩であるもの（例　富士』『

　上塩，富士岩戸）。

（b）（c）の場合には石次分が特に多く，選鉱によつてこの1

ような部分を取除かなV・と鉱石品位を甚しく低下させる。

　（5）微星成分

　鉱石中の微量成分として存在するものの中で最も普遍

　　　　　　　　　　Q

馨憲難貌矯欝

　　ノ鯵蓼葬蓼評
　　　　’5紛控う〃㌃㌔・・執〆今．M

第12図

　夢維馨鰹麺レ’
酒梨乙河内下銃産朱色チャロトの中の有孔虫檬模檬
Q：脈石英　　Ch：緑泥百檬鑛物　　C＝舞酸盤鑛物
M：チヤ阿ト質角礫　F；有孔虫檬模檬’

丹波地域炉材珪石の分光分析表．（太平鉱業大宮研究所分析）
／

No．．1

　2
　3
　4
　5
　q
　7
　8

SiAIFeCaMgKNaMnWCoNiZnPbSnCu・AsAuAg
S
S
S
S
S
S
S．

SW　W　 －　M
VW　VVW一一SW　一
一　W　－WM－
VW　VW　－　SW　一
一　VW　－　W　一・

一VW一．SW－
W　VW　－　SW
－　VW　S　WM

ひ一　一一　W　一一　一VW

一　W　一
一・vVW一
一VVW一

一VW一

一　VWVW

一　一　’一　W

一　一　一VW
一　一　一VW
一　一　一VW

一　・一VVW

一　一VVW

』一　一　一　一VW　一

一　一　一　一VW　一 一VVW
No．1　青白珪石の青色部　（i若狭鉱山）

　2　　同－　白色部　（　同　　）『

　3赤白珪石の赤色部　（天岩山）

　4　　同　　　白色部　（　同　　）

　5ψ青白珪石の青色部　（富士向山）

　6－赤白珪石の赤色部　（品川酒梨本坑）

　7　同　　　白色部　（同　　）

　3　含鉄石灰岩　　　　（畑鉱即）

詫号誘明

VS
MS

SM
WM
SW
VW
VVW

S

M

W

Strong

Middle

Weak

概ね　100－10％

1曳一10

［1％
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的で攣の多いものは硫化鉄であつて，．注意して見ると全

地域の殆んど半ば域上の鉱石中に鉱染状又は細脈状とし

て認め得る。

次で肉眼で認め得るものは黄銅鉱・磁硫鉄鉱（多紀郡，

鳥山）である。これらは酸化して褐鉄鉱のrヤケ」とな

つてV、ることも屡浸である。

主として地域内鉱石の角礫及び脈石英の代表的のもの

につき太平鉱業犬宮研究所に特に依頼して分光分析を行

つた結果は次表の通りである（第1表）・

即ち化学分析の結果と殆んど一致し特筆すべき事実は
なやけれ共，Cuが筐か乍ら殆んど総てのものに検出さ

れること，Niが若狭の唯一つ宅はあるが青角礫中に検出・

ざれたこと，Pb，Zn畢Co，Auは殆んどどれにも検出さ

れてV・なV・ことは特徴である。Agは多少存在するもの

がある。

（6）化　．石
酒梨乙河内下坑産の朱色チヤートを鏡下に検すると第

12図のような有孔虫様の模様を認める。この事実はチヤ

ートが水成源なることを示す。

　　　　　5．晶　質
品質は最終的には単昧煉瓦による試験，更に試作煉瓦

による試験を経なけれぼ決定せず，特に，同じ鉱石に対し

てA工場で蝕これを忌嫌V・・B工場では一向にこれを

意としなV・ような場含もあるので一概に決定されなV・

が，品質決定の要素となる事柄は次の通りであると言わ

れている。

そしてこれら要素の中のどれだけを備えているがによ

つて特級・・一級・二級；三級等に分類されるが，本稿で

は都合によって特級～一級・二級・その他に分つて詑載

丁
し

た。

鉱石の外観の項で「Typica1」な壱のとして述べた鉱

要　　素

鉱

物

組

成

化
学
成
分

耐

火

度

そ』

の

他

角礫部分と脈石英と
の量の割含』

角礫を構成する石英
の粒度

脈石英の粒度

不純物として存在す
る方解石の量

歪灘縫存在す

A1203

CaO
Fe203／A1203

原石の耐火度

スラツグ入耐火度（ス
ラツグ10％，石荻2％）

高品質

相半ば

0．05～0．005

mm程度

1～3mm

極少

少

≦0．1！・》0．6「

≦0．1～1．0

大

＞33＋～34

≧33一

鉱石の光沢と硬さの
感じ

破陣の難易，割目の、
多少

強，大

難，少

中～低品質

大

それ以下一
フリント質

それ以下『

多

多

0．6＜

1．0く

少

32＞

32＞

弱，小

易，多

第2表　丹波地域炉材珪石分析表讐
操取地
番　 号’、

SlO2

Aも203

Feゑ03・

FeO

MnO’
CaO

MgO
Ig10SS

Tota1

単昧耐火度

スラグ入り
・耐火度

丁場名

等　　級

（20）　（62）一　（65）　（69）　（70）　（72）　（76）　（95）（100）、（105）　（111）

98．24

・0．30

1．23

0．02

0．03

0．06

0．11

‘97．42

0．33

0．29

1．04

0．04
、0．01

0．18

0．43

97．96’　　89．22

0．39　　　　1．94

1．14　　　　1．20

0．09

0．13

0．05

0．15

0．07

3．29

0．03

3．86

98．54

0．25

0．87

0．02

0．02

0．02

0．32

98．17

0．16

1．42

0．03

0。05

0．02・

0．20

96．36

0．41

1．04

1．09

0．07

0．01

0．16

0．40

’93．25　　98．83　　　97．83　　．98．78

2．04　　0．17　　　0．53　　　0．30

1．34　　　0．89　　　　1．09　　　　0．81

0．02

2．36

0．07

0．07

0．03

0．01

0．04

0．02

0．05　　　　0．01

0．28　　　　0．01

0．05　　　0．02

0．07　　　　0．11

99．99　99。70　99．91　99．61100．04100．059今．5499．ユ599．9999．90100．04

　　　　　　　　　　　　134　　　　　　34　　　　　　34　臼　　　　33　　　　　34　　　　32－

　　　　　　　　　　　　2
　　　　　　　133＋　　　　　34　　　　　34　　　　33－

　　　　　　　2

　　　　　　　　　　　　133　、　　　　33　　　　　　33　　　　　32十　　　　　33　　　　31－

　　　　　　　　　　　　2
　　　　　　　132＋　　　　32＋　　　　　33－　　　33－

　　　　　　　25
一

土井市島，離駝木岡本富士岩曙聖三木上蝶岱蓄賀影鴇議去講

舶・嬬自・鯖白・嚇白・鯖曙鞭2～粕2締白2嚇白2縮白2鯖白2級・
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k

第2表　（続き）

採取地

番号

Sio2

A12031

Fe203

FeO

MnO
CaO
『
M
g O
Igloss

（ユ26）（127）（130）（133）聖（137）（139）（140）（203）（220）（221）（229）（235）（258）（287）（293）（294）（308）

12　　　13　　　14　　　15　　　16　　　ユ7　　　18　　　19　　　　20　　　　21　　　22　　　23　　　24　　　25　　　26　　　27　　　　28

98．6696．8397・1098・5798・3797183・98・1498・2398・8ユ93・9598・＄698・4698・2898・8898・2096・4698・12

0．24　　0．50　　0。23　　0．18　　Q20　　0．31　　0．49　　0璽20　　0．05　　0．10　　0．10　　0。08　　0．02　　0。19　　0．14　　0。42　　　0。30

0．811．63．1．360．971』71．10・1．401、100。ε80．751461・04／1・260・871・262・260・93

　　1　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．25

0．010．040．000．01砿010．040．010．00・0．σ60．010．000．010．010．000．000．010．25

0．040．010．030．020．010．010．010．00管0．00皆0．00狩0．00涛0．00＊0．00暑0．00暑0．00持0．00管0．01

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろ一〇．060．120．120．040．050．030．08、0．00馨0．00茉0・00涛0・00捧0・00持0・0ぴ0・00涛0・00甚0・00持・0・14

0．190．320．510．130．240．530、020．520。300・鍛住180・340・360・120・340・640・04

T。ta1100．0199．4599．3599．9299．9599．90100．050．05100．04100．05100．0199．9399．93100．0699。9499・82100。00

耐

火

度

単昧

スラ
グ入
り

丁場名

等級

　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　1　　　　　1
343434－3334－34343駿3434＋3錫343吻

　　　 11－34－　　33－　　34十

　　　2

　　　　　i　　　－1’　1　1　1
32＋3232万32＋32万32万・32万32万33－3333　3333

　　　　1’32＋　　33－　　32十

　　　　2

碁・繍諮田騨島騨輸難山鼻鶉驚慨代騰鰭欝騰綿

難購菖韓．喜巖・級雪騰．蛮購瞭・級青白麟毅購
岬石は概ね特級～1級に，その他の癖のある鉱石は概ね2

級以下に属す為◎

　丹波城域では嘗つて酒梨地区等から特級晶が・沢山産

出したらしV・が，現在は酒梨と錐も特綴品はそれ程容易

をとは得られず1他の大部分は1級叉ばそれ以下に属す

る（第2i表）・、

　（1）Al、03含有量と！琴1203－Fe203－CaOの酉分比・

　丹波地域の鉱山に就てArO3の含有量，A1203－Fe203

－CaOゐ百分比と品賓との関係を図示して見ると次の通

・りである6　（第13図）これから明らかなことは・

　　　　　　　　　CaO

「Al203

●特

級
纈◎一

’　』 o二級以下

0

QO　o
『

o ●

級

級

　　　　　　　　　　　　　、日e203

第13図　丹波炉材珪石のA1203－Fe203－CaO比・

　噸宜のため他地域の竜の邑若干引用した）

　　　　　　　　　　　　　　　 23一（151）．

（2）品質とrもめ」

鉱石そのものの品質は優秀であつても・鉱床生成後の

断暦蓮動や摺曲等によつて鉱床が著しく揉めているとご

ろでは鉱石が小砕石状叉は小粉状に破碑し易く，採掘に

際して塊鉱が得難く，採取牽が甚だ低くなる。この最も

よV・例は酒梨品川六号，同三号大芋村深田山等であるが，

他にも　　　　　’P　等の例を観る。

　しかし，畑鉱山に於けるような選鉱方法をとれば，．こ

の両題も著しく解決に近付くものと思われ為。

　（3）地区別品質の特徴と品質の統計

　鉱床群によつて分けた各地区別の品質の特徴は大略次

の通りである。

（a）酒梨地区、

　最も代表的且つ優秀な錠石を産する。特に西北方には　＼

特等級が見られる・しかし・東南端部は梢々石茨質の部

分襯逼一部rもめ」［がある・赤甲主とし・遡

を伴う。

（b）市島地区
　特級は殆んど産しない。1級乃至2級を主とし・部分

的に著しく石友質宅品質が落ち，叉もめの甚しい部分が

ある。赤白，青白略々雷圓半ぼする。

（c）．多紀郡地区

　範囲が広くて一概に述べ難いが，大部分は1級に属一



し，部分的に青白の角礫と脈石とΦ境が不明瞭な2線に

近いものを産する。赤白・青白略々相半ばする。

（d）芦淵地区

　赤白を主とし，脈石英の部分が少く，見掛けが悪V・が，

チヤート質部分の結晶度高之見掛けより良質である。1

級p2級略々相半ぼする。

（e）川合地区及その附近

　川含地琶は赤白を主とするが，風化によつてがさがさ

と「ボケ」るものがかなりあり・所謂2級に属するもの

が多く・幽部に1級を産す尋。・その他の地区は青白2級

を主とする。

（f）柏原地区
　　　　　　　　　　　　　くコ　青白を主とし・品質は一部分を除いてはそれ程良好で

なく，角礫と脈との境界の余り判然とせぬものが多い。

嘗つて非常に良質の赤白を産したこと漆あると言われ

る。

（9〉鴨内地区　　　　　、

　概ねフリソト質で青白を主とする・一部良好・或は赤

白である・叉「もめ」の著しV、ところもある・叉・玉随

質朱色丘ngを伴うことがある。

（h）　用烏庄地区，

　鉱床散在し，』品質にも「むら」が多V・が概ね2級であ

，り，部分的に著しく石友質であるム赤白・青白略々相半

ぼする。

　（i）殿田地区

　　赤白1級であるが・稻々「もめ」乙表土が混入し・2

　級として出荷されることがある。

　（」）山国地区

　　赤白1級を主とする6時に玉随質朱色ringを伴う。

　　飯盛及び鳥取丹比に関しては別に述べることとする。

・　　丹波地区に於ける特級・1級Q2級その他の産出頻度－

　及び，青白・赤白の産出頻度を図示すると次の通りであ

　る（第14図，第15図参照）。

50

40

30

～0

10

0

越諾2

特　特　　　一　二．二　三　某
　　ノ　　　　　　　l　　　　　　　I

級一級二級三級他
第14図　丹波地区品質別産出頻度図

60

5G

40

30

20

10

　　　　　　赤　　・青　　　赤

　　　　　　白　　　白　　　青

第15図　丹波地区赤白・涛白・赤吉臼の産戯頻度図

　　　（4）赤白・畜白・石荻質鉱看の分布と深さ

　現在迄のところ，これ等三者と分布との聞に特定の関

係を認める事はできない。叉深さとの関係にも言われて

いるが如く特別の関係は認められなV・。從来，地表近くに

の赤白を螺部へ向つて青白に移化し・或ば石頗と鳩

傾向があると言われており，その一例として畑鉱山が挙

げられている。レかし，地質的にこれを説明することは

困難であり，寧ろ深さと無関係な理由によるものと考え

たV・。何となれば若し言われるが如く，100m以下の深

さの差に從つて，この様な顯著な変化が起つたとするな

らば，これは浅成鉱床或は地下水面に関係ある二次変化

を受けたものと解釈せざるを傷ず，かかる解釈が成立す

るか否かが問題の解答を与え多ものであろう。

6．鉱 量

　（1）鉱床の規撹の比較

　若狭・飯盛・丹比は特別に規模が大きいが，他の地区

のものの個々の規模は概して，（10～50m）×（2～10m）×

（5～20m）前後即’ち数100ton～2～3万ton程度である。

　次に一目瞭然たらしめるえ菊，代表的鉱床の大きさを

比較図示した（第16図）。

　（2）地区碧嬰懇攣掘愚と残存鉱量

　と玉に言う残存鉱量は大体残存可採鉱量の意昧であ

る。可採牽は今後の探掘方法及び鉱石の利用度の如何に．

ようて変化し得るので・仮に從来の可採牽をその儘適用

した。実際には鉱床の深度が増し，露天掘りの数が減少

し，そ¢）反面Systematicな探鉱法が取られるようにな

ろうから可採率の増減は正確には不明である。
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　第17図　IA）丹波地匿品質別地区別鑛量図

鉱量合謝
万t

40

・30

ドZO

第16図鑛床の規蜷の比較図

　充分な探鉱が行われてv・る鉱床は一つもないから・確

定鉱量は殆んど算出することが不可能であり，推定鉱量

と予想鉱量との区別又確然としていないので，両者はこ，

れを一括計算．したo，

　各地区別の推定既採掘量と残存鉱量（推定＋予想』）と

畷を次に表記する。

JO

0

10

既探掘量（推ン 残存鉱量（推＋予）

1万t以上

5000一坊f

↑000－5000t

　　、宅ooot以下『

　　一　8！

酒梨地区

、市島地区

芦淵川合地区眺

騰庄弛区〔［

鴨内地区

柏原山地区

畑地区、

村雲地区

大芋地区

山国地区

殿田地区

計

20万t
5、

7～10
0．5

1、0以下

5
20．

＼25

／

不詳
不詳

83．5’》865

　　　　　　　　　　1〃・20　　　　　　　　　　　
’亭伊

峰出預度

　第17図くB）丹波地区鑛墨別産出頻度及び鑛床規模別の

　　　鑛量合計（若挾飯盛を除く）

　　丹波地区規模別鉱床の鉱量合計

18万t
　7

10

　？
4～．

　～

｝　　　　　　ご
　　　　　　『6．6＋α

　　　　　■（αは相当大の見込）

0．5＋砥α相当大の見込）

0．1＋α（α相当大の見込）

　1万ton以上
5，000以上1万ton以下

1，000以上5，000ton以下

　1，000ton以下

－計　、　33、万ton　　　．

〃　9』万ton
〃　　一　3．5フラtQn

〃　　1　万ton以上

46十α（α相当大の見込

　叉鉱床わ各規模別にその産出頻度と，それぞれの規模

の鉱床の鉱量合計を図示すると沫璽通りである（第17図）。』

　1級以上と2級以下との量の割合は丹波全体としては

、嘗ては略々5：3くらV、であつたが，現在は略々相半ぼし

ている。

合計　　46．5万ton以上

　　　　7．探　　 鉱

（1）探鉱とその進捗欺況｝

　從来行われて来た探鉱の方法は露頭探鉱と坑道探鉱だ

けで，ボρリング叉は物探等による方法は全4行われて

いなV・6　－　　　i　　　　＼
（a）露頭探鉱

　現在開発されてV・る鉱床の殆んど総ては直接叉に転石

堂追跡してその露頭が発見されたものそある。炉材珪石

Q鉱石は他の岩石に較べ特に硬いために風∫ヒに堪えて崖

や寄岩をなし・叉大きな転石となり易く・鉱床の発見が

容易である。

（b）坑道探鉱

一しかし露頭に直接続き・露頭がそのザ部をなす鉱床を・
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掘尽すと，坑道による探鉱が行われてVlる。そして多く

の場合探鉱と探鉱とは併行しており，酒梨，畑に於ける

が如く，探鉱坑道即ち探掘蓮搬坑道となつてv・る。

　酒梨等の緩斜鉱床では・その落しから推定した鉱体賦

存箇所に向つて下部に探鉱坑道を墾ち着鉱後探掘する方　』

法が探られている。しかし∫前述した様に剰身状の緩化

包斜繰返し断履の爲に，鉱体は多くの場合予想外に浅v・

ところにあるので，探鉱坑道が予定位置で着鉱しなかつ

た例がある。（酒梨地区新宮鉱床）

　畑式の急斜鉱床で最も合理的探鉱が行われてv・るのは

畑鉱山で2こ浅では上下約50mめ問隔を以て水平坑消

を設け，輝線岩と「千枚」式チヤートとの境界面1こ澹つ

て石英ピリ叉は黒rボク」を追跡して新鉱体を発見して’

いる。これは先に述べた鉱床の産状の地質的解釈よりす

るも最も合理的である。

　他の鉱床に於ては探鉱は続ね計画性に乏しい。

　2。探鉱上特に留意すべきこと

　坑内探鉱に際し特に留意して効果を挙げ得ると思われ

ることは次の諸点である。　・

（a）輝緑岩とr千枚」式チャートとの境界面，特にそ

　　の面の屈曲部分　　　　　　’F

’（b）既蜘鉱体の連鎖面によつて表わされる逆断暦面り

　　延長部分
（c）鉱体の延びの方向

（d）　チヤート層の分布

　　　　　　　ぺ（e）鉱床を裁る断暦の各系統の癖（例酒梨：前述）

．（f）鉱床分布の密度

（9）露頭叉は既知鉱床め規模　　　　　．・

8．採 鉱

　丹波地区及び若狭地区の炉材珪石の探掘方法は露天掘

及び坑道掘に大別される。

　（a）露天掘
　鉱床の位置が総て、道路水準以上であるので．positive

typeである。飯盛鉱山は稽々大規模な露天掘りの好例で

あるが，他は概ね一丁場で耳50～200t程度のものが多V・。‘

殊に多紀郡地区の様に鉱床の傾斜が急なととろでは直ち

に露天掘りの限界に達し，叉，天田郡芦淵地区のような

鉱床の傾斜と山の斜面の傾きとか逆になつているところ

，では直ちに被りが厚く（20m以上の部分も少くない）な

り，露天掘りの限界に到達している。斯様なと．ころでは

（例，土井芦淵高田山）下部から坑道を切込み，壁の傾斜　一

が70度内外の不完全且つ危瞼なグロFリーホゲル式裸掘

を行つている。

　（b）坑漕掘
　露天掘が限界に達すると坑道掘に移る。概ね露天掘跡

，の下部8～10血下部に坑道絢込み探掘する。小規模鉱山

に於ては柱を残さず，又は柱が細くて不完全な爲に辻り

．面叉は揉めの甚しい鉱体の掘跡は崩壊していることも少

くない。締りめよい鉱体に於ては掘跡はよく保たれている。

　坑道掘りの代表的な型は畑鉱山，、鳥山鉱山及び酒梨区

域である。

　畑鉱山では略々垂直面に浩つて分布する鉱体を2～4

つの坑準によ》？て一種のシそリンケージ澤によつて探鉱

している。鳥山鉱山では一種のブロツクケーピング法に

よつて約3．000tの鉱石を崩落さぜたが、土石の混入と、危

瞼とを伴v・好ましくな》結果を生じた。酒梨地区に於て

は原始的な室洞坑叉は残柱式室洞掘りを行つてV・る。

　機械掘を行つてV・るのは畑鉱山及び飯盛鉱山だけであ

り，畑鉱山ではdetouchable　bitを用いて能摩を上げて

V・る。

　全労務者1人当り探掘量を例示すると次の通りである

腱堀！攣械掘（鯉易禰騰認微潔綱
。／

　露天掘　　　　　　．　大体10t～30t／月

　叉行われている探掘方法の中，露零坑道の二者の各地’

区別の数は次の通りである。

　　　　　稼行鉱床の採掘形式

　多　紀　郡
　芦滑川合
　鴨　・　内
　鴨　　　庄
　柏　　　原
。酒梨市島
　殿　　　田
　山　　　国

．計

露
． 天

10

14

1
5

．1

3
2
1

37

坑道

12’

2
5
0．

1
18

0
，0今

各地区別坑道総延長は次表の通りである。

．38

　　畑

奪 毯、覆／

川合芦淵
柏

鴨

鴨

酒

市

原 山

内

庄

梨

島

計

坑道延長表

約1．700m

約800m

約200m
約　　100　～　150m『

約80m
約80m
約3．000m
約250m

約6．300m
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　　　　9．選　　敏
鉱石は普通径30～40cm程度の塊として出し…般に

径約5cm以下の細鉱は出荷されない。切羽選鉱叉は一

部石友分を除く爲に簡単な手選を行つてv・る他は畑鉱山

に於て機械水洗選鉱が行われているだけである。叉強V・

て等級別の選別は行わず、屡々それぞれの鉱山名を銘柄

索　道
バケツト．

顔ヨ
．．、．原料

．＿ホツパ卿

として出鉱し，1級鉱石に富んでいるものは1級品，2

級鉱石に富んでいるものは2、蔽品或は2級品何割とし

て価：格を調整する。　、

畑鉱山に於ては褐色粘土及び「ボク」一に依つ七鉱石が

汚れているし，貝つ採掘率を上げるために破礫された細

鉱をも出鉱するので水洗選鉱を行つてV・る・その過程は

次図の如である。

　ヤ灘ポケツトトー・・……・・一…1鰍蓋甕

伊リズリ司
一
3 5…「

＝罐鉱馨1…12鰍ケツトト・

第18図畑鉱山水洗選鉱系統図

（丞1）

↓

…騨1一

一tズ膨ユート1

2級品大塊
　＋35mm

7塵勘

　品川酒梨では簡単な水洗設備を設置準備中であつた。

　石灰分の甚しいものは手選1こよつ七除かれる・叉鳥山

．鉱山に於ては時に駒色粒状の黄鉄鉱があり，これに汚染

され；た鉱右が混合出鉱される～二とがある・

　　　　　10．搬　　出
　鉱石は概ね次の系統によつて製邉工場に邊られる。　、

味撃1罪（トラ悲
　　一（木観）一（軽便索道）一→最寄駅一（貨車）一工場

軽便索道は地形と丁場の位置に応じて長短様々であり・

最長900m一（飯盛鉱山），普通200・》400m前後である・

叉，丁場とトラツク積込場との距離が著しく長い爲，途

中に中断所を設け軽索を数段に．して搬出してV・るところ

もある（例：多紀郡深田福井山・柿原柏原山）。軽索Q傾

斜は15。乃至3g。である。木醗を便用してV・るところ

は少い。　　　　　　　　．
　トラツク蓮搬は市島酒梨地区では4～8km・、河合・鴨

庄地区等では15～20km・・殿田附近では4《・6kmであ

る。自家用車及び国営車が利用されている。

　丹波地区に於ける昏長さの軽索の数を次に鯨す。

康ヶッ劉

　　　　1蓋劃

　　　　rl鞭H翻一
二1轡「髭澱　遮

11．現況・出鉱量其他

小塊鉱
十15mm

、．．．細鉱

　＋6mm

　　1一…ml…一2・・ml2・・一3咽3・・m＋1計

索醐1・・1・4151i4・143
　（品川飯盛は軽便索道の長さ約900瓜であり，柏
　原に於ては比高余り高く距離の浸いために三段
　に車翻を分ち，聞に中継所を設けてV、る）

…　研ち一6n麹【h

多紀

休稼

住野
日鉄畑

深田
ハリヤ

山名
日新
柿原
篠山一

、土井
カガ山

［富士－

　旭
　掘
三木

．品川

宮垣
その他

32
112

22
35・

21
24
11
44

芦淵
川合

休稼

2．3

2　47
4‘45
1　3

　21
　8「

101

舗t4222

24

鴨内

休稼

1

2
12
1

47　16，㎏86

鴨庄

休稼

1

11

21
1

4

1

75

柏原

休稼

21

61

酒梨
市島

休稼

1

69
11

『12

12
14

111

殿田

休稼

2
1

1
1
4
1

2

102

822021222
　　1

山国

休稼

4

、1

11・

1

8

稼譜稼行鉱床………………約170．

休＝休山叉は未開発鉱床一約　？5．

工51
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’昭和24年8月現在の状況は次の通りである。

（1）業者別稼行及び未開発山偉山丁場数（若狭

　・飯盛牽除く）

表示ずると次の通りである。

　（2）出　荷　豊
各山の出鉱量は明かでないので出荷量を以てこれに代

える。

（a）業者別出荷量及び主な仕向先（昭和24年6月

　　現在）

主な業者名 自23年4丹
至24年3月

若i挾珪石　　　24，939t

加賀山珪石　　　20，530

土井珪石　　　17，066
・鳥山珪石　　　　　　　10，139　・（住野）

山名珪石　　　8，123
篠山珪右　　　7，841
富＝ヒ　 珪石　　　　　　　7，595

柿原珪石　　　6，855
品1i1　飯盛　　　　　　 6、277

品川酒梨　　　1，891・
日　鉄　畑’一　5，936
日鉄広畑丹波　　　　　争861

三木珪石　　　2，839
丹波珪石　　　2，704
深田珪石　　　2，627
臼井硅石　　　1，920
その他，　　9，423’

計 140，764

自24年4月
至　〃　6月

11，765t

　3，836

　4，673’

　2，680・

　2，331

　1，969

　3，531

　2覧882

約1，800

　518
　2，469

　736
　704
　1，256

　925
　934．

　5．975

48，984

主な仕向先
日鉄・黒崎・品川・三化・日鋼

日鉄・　・　品川・三化

　　黒崎

　　　　　　　　圓鋼
日新耐火

　　　　品川
　　黒崎
日鉄

　　　　品川
　　　　品川
日鉄八幡

日鉄広畑

日新耐火

日鉄・黒崎、

日鉄・九州耐火　　　　　日鋼

　　大阪窯業、

上記各所

（b）地区別及ぴ品質別月平均出荷量

判明の分だけにつV・て表記すれば次の通りである’

「蛮陣一・級

酒　梨　335

市　島』
芦淵川合　　100P

・鵜二庄

鴨　内

ll原山油

莫睾i｝L538・

山　岡　170

殿・田・

2，993

1～2級

300

460

60

／224

2級 2～3級

55　200

805　100
501

』oo
∫
／
∫1・335

　40

445

＼
∫100

…必2・狢5／545

3級以下

55

225

／55

335

計

　335t

　555
1，520

　110

潔
／亀・97

111

7，402t畳

幹i業者別出荷実績表から概算するとこの値は略々

　1万tとなるo　‘
業者別出荷実績合計と開きがあるのは，各丁場毎の出

荷量に未調査のものが多V・のと鮎その記録が不正確なも

のが多いからである。しかし・凡そその出荷量の割合は

これを窺知できる。そして，とれから明かな様に，鉱量

に於てもそうであつたが，出荷実績も1級以上と2級以

下とは略々相半ばしている。

　（3）労務考数等『
労務者総数500～600人，一丁場平均約10人である

　（4）鉱石の価、格
　1凡そ　1級品　1・500～1・600円／t，

　　　2級品　　1）200～1，300円　／t

　その他（低品位）1，000円以下数100円，／t

　特級昂聯合により・この価格を少し躍るこ拶

　ある。

但し山元駅渡し。　－

　　　12．今後の問題
　（1）品　　質
硅酸分に富み，鉄以外の不純物ができるだけ少V・こと

チャート質角礫の結晶度が適度に粗いごとが贔質を高め
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るとされているが，一方鉄磐比が一つのindicatorとさ

れてV’る・すると鉄が些較的多量な場倉にrはA1203も亦’

比較的多量でも鉄馨比さえ低けれぼよV・かどづか二つの

問題である。叉・鉄馨比と品質と必ずしも平行してV・な

V・事実をどう読明するか第二の問題である。寧ろA12

03，CaO等の絶対量の多寡の方がindicator、となるので

はないか第三の問題である。

　品質と鉱床の深さとの関係は未解決であつて，坑道掘

り参全般に及ぼうと1して“る現在，地質鉱床的に解決せ

ねばならぬ問題である。

＜2）『鉱床の位置，、大きさ，密度、

　鉱床の形につv・てはそれぞれの鉱床群に就てその地質

的特徴に応じて凡そ予め推定が可能であり，叉，鉱床の

配初面叉は線の位置も極めて概略は推定可能である事は

前に述べた。』しかしφ個々の鉱床の位置を予め推定する

には地質構邉、L何を採る可きか未解決である。恐らくチ

ヤートが断層，禰曲による擁みとこれに伴弓破陣を最も

一甚しく受けた部分に生成されたことは確からしV・が，そ

の様な部分の地質的のStructural’System“を組立てる

ことなしには採鉱に直接役宰て得ることが甚だ少い。鉱

床賦存の密度推定の問踵も当然これ年関係がある。

　現在は止むを得ず露頭或は既蜘鉱床の賦存密度と個々

の鉱体の大き、さを略々その儘深部に及ぼして予想を行つ

ているが，本質的には根拠の薄いことであるd

（3）選 鉱

　畑鉱山で採用してV・る水選節分の方法を広く適用すれ

ば所謂揚鉱も利用可能となり，特に「もめ」や「汚れ」

の多V・鉱石の操取牽と品質の向上に非常に役立つことは

明かであつて是非これを実施したい。

　叉多くめ業者の稼行してv・る場所では共同選鉱設備を

持つことにより解決が不可能で珍ろうか。

　　　　廓

（4）探・ 掘

　業者の資金ゐ大小，一つの鉱床群を稼行している業者

数の多小等によつて実現は非常に困難であろうが，技術

的には，業者の協力により例えば・酒梨・柏原山・鴨内

、芦淵等，鉱床群賦存個所の比高が大きく，鉱床密度の相

当大きいところでは，それぞれの特性に応じて畑鉱串に

於ける様にsystem鱒cな坑内採鉱と採鉱を行う方が10

年ル20車を通じて見ると必ず鉱石の可探率と能率は増加

する事は明かであろう。

　比高の小さい大芋，村雲，川合，鴨庄．市島等に於て

はこのような方法を採れば直ちに水準面以下に達するの

で一部を除V・では却つて不利であろう。

（5）新鉱開発と鯨毯

　大部分の鉱床が次第に露天掘から坑準掘りに移行し，

坑道掘りに於ては更に深部へと移行しつつある現在，探

掘経費の上昇は・鍮鶏の不便を多少忍びながらも・山国

殿田その他未開発地区昏と稼行地炉移動ずる傾向も見ら

れる。一と．れは採掘費と蓮賃を大きな要素とする個々の業

者の経営に拘る事では亀るが，．資源の保存と有効な利用

と言う技術面から見れば，既知鉱床群の深部を先ず前述

の方法によつて最も合理的に開発し，新鉱地区では将来

再び乱掘を繰返さぬように現在から計画的であり度V～。

　　　　　　　　　　（昭和24年7．8月調査）
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